
第16回 地方自治体の学力調査等の
CBT化検討研究会

「STEPS in OSAKA」の作成について

令和5年8月25日（金）
大阪府教育庁市町村教育室小中学校課



本日の流れ

1.「STEPS in OSAKA」の概要

2.令和4年度の取組みの成果と課題

3.令和5年度の取組み状況
（実施方法の改善等）



1. 「STEPS in 
OSAKA」の
概要

STEPS in OSAKAとは…

STEPS ➡ Self 
 Training for 

 English 
 Proficiency of 

 Students in Osaka
（Proficiency＝習熟度、技量 の意）

児童生徒１人ひとりの学習到達度に応じ、一人一台端末を
使用して個別最適な学びを実現するための学習ツール
４技能５領域とCEFR-J（PreA1～B2.2の10段階）に準拠
した「大阪版CAN-DOリスト」を作成し、各段階に応じた
テスト問題をMEXCBT上で作成しました。

（大阪府教育庁HP）



1.「STEPS in OSAKA」の概要



大阪版CAN-DOリストについて

◎CEFR-J（PreA1～B2.2の10段階）に準拠している
◎小・中・高を通じた４技能５領域の総合的な向上をめざす英語力の指標である
◎各ディスクリプタに対応するタスク例が示されている

1.「STEPS in OSAKA」の概要



1.「STEPS in OSAKA」の概要 STEPS in OSAKA問題を活用する

①MEXCBTの利用登録が必要
②学習e-ポータルが導入済みであること
③各校でMEXCBTテストの登録作業を行う（マニュアル・資料 →

 文部科学省CBTシステム 運用支援サイト）

＜学習e-ポータル上でできること＞
◎各領域・各段階の問題を解き、
自分で解答状況を確認できる

◎音声の吹き込み、再生
（ヘッドセット等があると便利）

大阪版CAN-DOリストと照らし合わせ
ながら児童生徒が自分で学習を進めて
いくことを想定しています

＜事前に準備すること＞



1.「STEPS in OSAKA」の概要 STEPS in OSAKA問題を活用する

●「問題の種類から選ぶ」のタブを選択
●問題の種類で「独自作成問題」
●タイトルに「大阪府」（またはSTEPS
など、タイトルに使われている単語）を入力

●検索ボタンをクリック
※または、「教科から選ぶ」タブで
→教科を「英語」、校種を「共通」と入力
しても検索できます。

●使用する問題の左のチェックボックス
をクリックして選択

●「選択」のボタンをクリック
（10個ずつしか選択できません）

＜MEXCBTテスト管理について＞



大阪府における英語教育の課題
○中学校３年におけるCEFR A1相当以上の生徒についての見取りに
市町村間で差があり、見取りの精度を高めることが課題だった

2.令和4年度
 の取組みの
成果と課題

(中学校)英語教育実施状況調査及び
全国学力学習状況調査の相関関係

（ともに令和元年度）

◎児童生徒の学習到達度を客観的
に見取る判断基準を開発すること
が必要
◎児童生徒が指標を参考にしなが
ら各自の学習到達度に応じて英語
における５つの領域を学ぶことが
できるような、小中高で連続性の
ある個別最適な学びの実現に向け
たシステムを構築していく必要



令和４年度の事業実施イメージ2.令和4年度の取組みの成果と課題



令和４年度の問題作成の流れ

４技能５領域×10段階の
大阪版CAN-DOリスト確認

リストに応じた
CBT問題例（50問）を提供

STEPS開発WG システム開発業者

業者から提供された
CBT問題例について
修正案などを討議 STEPSプロトタイプ版

（50問）MEXCBTへの搭載

大阪府

STEPSプロトタイプ版をWG
メンバー在籍校で活用・検証

残りのSTEPS問題（200問）
の問題案を作成

WGメンバー校への訪問
パフォーマンステストの実施状況等を把握

Webフォーラム等で周知

250問のSTEPS問題公開 リーフレット作成・配付

WG会議運営
（年4回）国事業再委託

問題確認・修正作業（随時）

情報提供

フィードバック

STEPS問題（全250問）
MEXCBTへの搭載 問題最終確認（システム上で）

４技能５領域×10段階の
大阪版CAN-DOリスト（案）作成

提案

フィードバック

大阪版CAN-DOリスト確定
情報提供

STEPSプロトタイプ版
（50問）修正案とりまとめ

フィードバック

残りのSTEPS問題（200問）
修正案とりまとめ

情報伝達・共有の
流れに課題

企画提案公募（プロポーザル方式）で募集



2.令和4年度の取組みの成果と課題

子どもたちの英語に対する学習意欲の向上に
一定の効果がありそう →R5年度の研究へ

コミュニケーションを行う目的や場面、状況など、児童生徒が具体的な
イメージをもちながら英語を使おうとする動機付けができる



令和5年度 大阪府英語教育推進事業
○令和４年度に開発した「STEPS in OSAKA」及び「大阪版
CAN-DOリスト」を活用することにより、英語力の見取りの質をさ
らに高めるとともに、個に応じた指導を充実させる

3.令和5年度の
 取組み状況

（実施方法の改善等）

●「大阪版CAN-DOリスト」のディスクリプタと対応したタスクとして、
他にも様々な目的や場面の設定により思考を働かせる問題が必要
●「ふり返り」の記述が、教員が児童生徒を評価するための書きぶりに
なっていて、児童生徒が自分で学習を進める時に、より子ども自身で
学びをふり返り、もっと学びたいと思えるような記載に変えていく必要
●小学生が答えられる問題の数が少ない （令和4年度STEPS開発WGメンバーより）

「STEPS in OSAKA」をベースとした
効果的なICT活用促進をめざす



3.令和5年度の取組み状況（実施方法の改善等）



令和５年度の問題作成の流れ



令和５年度の問題作成の流れ

Googleドライブ上で
「問題作成用シート」を作成・更新
委託業者も閲覧可能にした



R5 新規問題作成 フローチャート

問題作成
（グループのGoogleドライブへ提出）

WGメンバーによるチェック

Googleドライブ 検討済みフォルダへ
（府へ提出）

修正あり

修正なし 修正済

WG

業者

問題のWordファイル（府へ提出）

問題をCBT化（府へ提出）WGメンバーによるチェック

修正なし 修正済

MEXCBT上に公開

修正あり



BASE in OSAKA STEPS in OSAKA
基礎練習として 練習試合のような感じ

グローバル化した社会の中で「生きた英語」として使えるように

公式試合のような感じ

3.令和5年度の取組み状況
（実施方法の改善等）



それぞれが
できること
／できないこと

BASE in OSAKA
＜できる＞
・話したことを
AIで自動採点する
・フリースピーチや
 自由回答への対応
＜できない＞
・利用料が必要
・学習eポータルとの連動

STEPS in OSAKA
＜できる＞
・無償で利用できる
・学習eポータル上で

利用状況を確認
・大阪版CAN-DOリストの
タスクに基づいた問題

＜できない＞
・AIによる判定
・フリースピーチや自由回答へ
の対応

※今後、英語学習ツールやMEXCBT、学習eポータルの仕様変更により、
 できないと示していることが、できるようになる可能性もあります。

3.令和5年度の取組み状況
（実施方法の改善等）



今後の見通し

3.令和5年度の取組み状況
（実施方法の改善等）

○STEPS in OSAKA問題を活用したパフォーマンステスト
の効果的な実施や主体的に学習に取り組む態度（特に
自己調整にかかる評価）について研究を進める

○調査研究校での研究成果を府域だけでなく、全国の
学校へ普及・発信したり、府内の学校を対象に研修を行う
ことにより、府域全体で英語教育における効果的なICTの
活用を促進する

小中高の連続性のある
個別最適な学びを実現
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